
設や衛生管理だけでなく、食材そのもの

の安全性に関する理念が必要では。 

【教育長】 学校給食理念・目標の制定

から20年、昨今の様々な状況を勘案

し、見直しが必要と認識している。本格

的な検討に着手する． 

Q2 農業が新型コロナ後の世界を救う 

【小林質問】 新型コロナを契機に、従

来の食農システムや大規模流通よりも、

有機農産物を通じた産地と消費者のより

近い関係性（地産地消）が注目されてい

る。持続可能な食農システムの担い手と

して、小農や家族農業が再評価されてい

るが。 

【農林部長】 農地を担い手などに集積

し、農地の維持と、農業の規模拡大によ

ち ょうど1年前の一般質問で、オー

ガニック給食の取り組みについて

取り上げました。「学校給食の理念や目

的から、有機無農薬栽培の農産品を使用

した、いわゆるオーガニック給食につい

ての見解は？」と尋ねたところ、教育長

の答弁は「オーガニックの考え方に基づ

いて栽培された無農薬有機農産物を、子

どもたちに提供することのよさは十分認

識しているが、学校給食では安定的な供

給や価格の問題があるので困難ではない

かと思う」ということで、実現はすぐに

は困難であるとしても、オーガニックの

よさは十分理解されていると見ました。 

と ころが、具体的に有機米を米飯給

食に使う話になると、教育部長

（当時）からは「オーガニックの農産物

を使うには、虫などの混入を避ける等の

安全性の確保の課題もあり、有機無農薬

米の導入は考えていない」と、事務的な

答弁で驚いたものです。 

学 校給食の理念や目的の第一に掲げ

られている「安心・安全でおいし

い給食づくり」は、近代的な施設で衛生

管理の徹底を図ることであって、食材・

食品の安全性には考えが及んでいないこ

とに（おそらく、安全基準への誤解があ

るのでしょう）、大きな問題を感じまし

た。 

 その一般質問から１年、この間に、お
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 安曇野市教育委員会は平成20年に合

併後の安曇野市の学校給食として、共通

の運営方針や目標などを具体的に示した

安曇野市学校給食理念（目標）を制定。 

１、安心・安全でおいしい給食づくり 

２、食育の推進 

３、地産地消の推進 

４、手作り給食の実施 

５、季節感がある地域の伝統食の提供 

６、栄養バランスの取れた給食の提供 

 制定から12年、学校給食理念に掲げ

た目標について、成果と課題について質

問しました。ここでは、目標１と目標３

について報告します。 

Q1【小林質問】 学校給食の目標６項

目のうち、安心・安全な給食と地産地消

について聞く。パン用小麦は現在国産小

麦90％まで増え、輸入小麦は10％に

減ったが、※プレハーベストの輸入小麦

から除草剤成分が多く検出される現状か

ら、パンを１００％国産小麦にしたいが

どうか。 

【教育部長】 現在、県産45％、北海

道産45％、外国産が10％。令和３年１

月から県産50％、北海道産50％で１０

０％国内産小麦のパンになる。 

【小林質問】 安心・安全でおいしい給

食づくりは「近代的な施設で衛生管理の

徹底を図る」だけでは不十分。いまや、

農薬、食品添加物、遺伝子組み換え、ゲ

ノム編集等々、子どもたちの心身の健康

への影響が懸念される。安心・安全は施

有機栽培は技術的に難しい 手がかかる 営農的に成り立たない!? 
～学校給食で有機米を使うのは無理? いえいえそれは違います!～ 

る経営の安定化を図るという柱に変わり

はないが、小規模農家の存在も大切で、

一定程度の小規模農家を残していかなけ

ればならない。 

隣の池田町、松川村、伊那の松川町な

ど、有機給食に取り組み始めました。国

も学校給食に有機農産物を提供する場合

の補助を打ち出し、県では有機農業推進

プラットフォームの活動に力を入れてま

す。安曇野市では、このような周辺状況

を勘案して今後はどのような学校給食を

目指していくつもりか、質問しました。 

食 材そのものの安全性ということで

は、有機栽培の（化学肥料や農薬

を使わない）食材を多く取り入れていく

ことが、子どもたちの健康に非常によい

という観点から質問してきました。それ

は、また農産物を生産している方々に

とっても有機農業への生産意欲にもつな

がるので、有機食材を給食に取り入れて

いくという観点から、目標を設定しても

らいたいと思いました。 

１ 日8,000食の米飯給食を全て有機

米、有機野菜にするということに

は５年、１０年かかる大事業だとは理解

していますが、それにつけても、始めの

一歩を踏み出す、こ

れが大事です。学校

給食の目標に安全性

の高い食材や有機農

産物を使用する。と

いった一項を加える

ことが非常に大切と

思います。 

◆安曇野市議会12月定例会小林じゅん子の一般質問◆ 
Ｑ１.給食の目標 見直し必要では～食材の安全性に配慮を 

Ｑ２.新型コロナ後の未来 安曇野の農業が目指すべき姿は  

場所：穂高公民館(穂高会館)× 

※プレハーベスト 

「小麦の収穫前に除草剤を小麦畑に

散布することで小麦を枯らし、収穫

を容易にする」 こと。 

▲「農民連食品分析センター」が国内で

販売されている小麦粉やパンなど小麦製

品の農薬残留検査を行ったところ、その

ほとんどから農薬の成分グリホサートが

検出された。国内産の小麦からは検出さ

れていないことから、プレハーベストの

輸入小麦に原因があると思われる。 



「種まき通信」の郵送を希望される方は電話・メール等でお申し込み下さい。 

◆「種まき通信」は年４回発行しています。そのうちの１回は新聞折込にてお届けし 

 ています。毎号の郵送をご希望の方はお申し出ください。  

あり、安曇野市が目指すべきまちづくり

と農業の方向性の問題だ。これまでグ

ローバル経済の仕組みの中に農業も取り

込まれてきたが、コロナ禍のこの１年を

振り返ってみると、農業は私たち人間の

本来的な営みに不可欠なものであって、

まさにグローバルの対極にある私たちの

住んでいるその地域の中で完結する、持

続可能な社会のための持続可能な農業を

目指すところに来ている。 

親 元就農、Ｉ（アイ）ターン就農、

定年帰農と多様な担い手が育って

いる安曇野市では、多様な地域農業の可

能性に希望を託したい。現状、この地を

マスタープランに位置づけるには制度上

のハードルが高く、農地転用の手続など

もそう簡単ではない。農地として守って

いくために様々な今後の農業の施策に期

待する中では、これまた時間がかかるこ

とではあるが、そういった方向に期待を

して、今すぐに、この農地を開発すると

いうこの陳情の採択には反対する。 

◆豊科重柳地区活性化（開発）に関する陳情◆ 
賛成多数で採択と決定 松糸道路ルート決定もあり、市の北部地域の活性化を図る一つと

考えれば、時宜を得た開発となる。じっさいに進出したい企業があり、地権者が揃って開発に同

意していることを重く受け止め、採択に賛成する。という意見が多数を占めましたが、小林じゅ

ん子は採択には反対しました。以下、その反対討論の要約です。 

重 柳地区は、優良農地として安曇野

の農業振興はもとより、環境保全

や観光資源としても重要な景観の面から

も非常に重要な場所である。その一方

で、実際にそこで営農する方々はといえ

ば、高齢化により自ら農地を耕している

という農家はなく、ほとんどが認定農業

者に任せている。その認定農業者の方々

も高齢化している。こうした後継者不足

や営農環境、経営の厳しさから、この農

地を守っていくことに非常に不安を感じ

ているということも理解できる。 

し かしながら、この現状を全て諦め

て受け入れて、新たな開発にとい

う点については、いま一度、立ち止まっ

てしっかりと考え検討し直す必要がある

のではないか。守るべき農地と開発すべ

きところのメリハリをつけていくのがよ

い、という考え方では農地はなし崩し的

に消えていってしまう恐れがある。これ

は、単に農業者だけの問題ではなく、安

曇野に生きる市民すべてに関わる問題で

※上記の表は安曇野市議会ホームページ http://www.city.azumino.nagano.jp/gikai/ 議案に対する議員別賛否の一覧でご覧いただけます。 

◆賛否が分かれた議案（評決の結果） 

◆
一
カ
月
に
及
ぶ
定
例
議
会
の
最
終
日
は
、
議
論
を
尽
く
し
た
議
案
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り

の
議
員
が
賛
否
を
表
明
す
る
日
で
す
。
今
回
の
12

月
議
会
で
は
左
表
の
よ
う
に
、
多
く
の

議
案
で
賛
否
が
分
か
れ
、
反
対
討
論
・
賛
成
討
論
が
活
発
で
し
た
。
そ
の
発
言
数
は
43

件

に
も
な
り
ま
し
た
。
安
曇
野
市
議
会
始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
、
〇×

の
内
容
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
◆
討
論
す
る
の
は
年
に
１
回
か
２
回
と
い
う
議
員
が
大
半
の
安
曇
野
市
議

会
で
す
か
ら
、
43

件
の
討
論
が
あ
っ
て
賛
否
が
明
快
に
な
っ
た
こ
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
ち
ょ
っ
ぴ
り
胸
を
張
れ
る
気
分
で
す
。
◆
な
ぜ
な
ら
、
全
国
に
は
、
討
論
も
ほ
と
ん
ど
な

く
「
異
議
な
～
し
」
で
議
決
し
て
い
く
議
会
が
、
実
に
多
く
存
在
す
る
か
ら
で
す
。 

議決に注目!! 

× 


